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研究成果の概要： 
 本研究は、「ダンスを構成している分節化された人体動作」を蓄積単位とする三次元モーショ

ンデータベースを利用して、実用に耐える自動振付システムの開発ををめざした。3 年間の研
究を終えて、範囲を限定すれば実用に十分耐えるシステムの開発に成功した。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００６年度 1,700,000 0 1,700,000 

２００７年度 1,400,000 420,000 1,820,000 

２００８年度 1,700,000 510,000 2,210,000 

年度    

  年度    

総 計 4,800,000 930,000 5,730,000 

 
 
研究分野：総合領域 
科研費の分科・細目：情報学－情報図書館学・人文情報学 
キーワード：舞踊 
 
１．研究開始当初の背景 
 研究開始当初、身体動作の3次元モーショ
ンデータを用いる研究の圧倒的多数は、工学
分野の画像情報処理の研究か、医学・健康・
スポーツ科学分野の運動の研究かであった。
演劇や舞踊などのパフォーミングアートは
身体動作の機能と効果が定義しにくいため、
モーションデータを利用する研究は少なく、
しかも舞踊動作のモーションデータを利用
とした研究は国内外で珍しかった。 
 このような研究開始当初の状況は、モーシ
ョンデータを用いる研究が増加した現在に
おいても、ほとんど変わっていない。申請者
は人文情報学の立場から 1999年より舞踊の
モーションデータを研究対象としており、そ

の点で、研究開始当初から、学術的な特色が
あるのみならず、先進性を有していた。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、舞踊動作を自動的に創作
する“自動振付システム”の開発を通して、
ダンスという芸術的な身体動作に内在する
構造と美意識を操作可能な形式で記述する
ことである。具体的には、「ダンスを構成し
ている分節化された人体動作」を蓄積単位と
する三次元モーションデータベースを利用
して、実用に耐える自動振付システムの開発
を行った。 
 このような自動振付システムの開発は、そ
れ自体が目的ではなく、あくまで研究のため
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の手段である。本研究は、自動振付システム
の開発を通し、ダンスの身体動作に内在する
構造と美意識が、文芸的な水準ではなく数学
的な水準で、つまり“振付アルゴリズム”と
呼びうる操作可能な形式として、どの程度ま
で記述可能なのかを明らかにしようとする
ものである。 
 
３．研究の方法 
 自動振付システム開発のために、データ、
アルゴリズム、インタフェースのそれぞれに
ついて以下のような作業を行った。 
 
（データ） 
 コンテンポラリーダンスの基本的な動き
を対象としたモーションアーカイブの収載
データを充実させるために、モーションキャ
プチャシステムを用いたデータ収録を行っ
た。クラシックバレエに関しても、コンテン
ポラリーダンスとの融合振付を念頭におき、
レッスンの基本ステップに限定せず、舞台作
品の動作もモーションデータとして収録し
た。これらのデータは、自動振付システムが
利用できるように加工、編集を施した。 
 
（アルゴリズム） 
 アルゴリズムに関しては、コンテンポラリ
ーダンス用の自動振付アルゴリズムと、バレ
エとコンテンポラリーダンスの動きを混合
させる自動振付のアルゴリズムを改良、拡張
した。アルゴリズム開発に関しては、国内・
海外で活動しているバレエ教師、コンテンポ
ラリーダンス振付家などに協力を求めた。ま
た、評価実験を何度も行った。 
 
（インタフェース） 
 すでに開発済みの“Web3D Dance 
Composer”に新しい機能を追加する手法で
作業を進めた。具体的には、第 1に、本研究
で開発した新しいアルゴリズムを実装した。
第 2に、ユーザが求める新しい機能を追加す
る。また、評価実験を行い、その結果をイン
タフェースの改良にフィードバックした。 
 
４．研究成果 
 これまでの研究において、すでにダンスの
モーションデータベースの応用システムと
して、Webブラウザ上で振付を対話的に創作
し、3DCGアニメーションで再生できる振付
シミュレーションシステム"Web3D Dance 
Composer"を開発済みである。本研究は、こ
のシステムを起点として、データ、アルゴリ
ズムのそれぞれについて、以下のような成果
を上げた。 
 
（データ） 
 ダンスのジャンルとしては、クラシックバ

レエ（以下、バレエ）とコンテンポラリーダ
ンスを研究対象とした。毎年、クラシックバ
レエとコンテンポラリーダンスのプロダン
サーの実演動作をモーションキャプチャシ
ステムで収録し、これを加工して分節化し、
ダンスを構成する短い基本動作を蓄積単位
とする三次元モーションデータベースを構
築した。 
 
（アルゴリズム） 
 バレエに関しては、レッスン用の振付を生
成するためのアルゴリズムを考案した。ただ
し、本研究で考案したのは、女性ダンサーの
初級レッスンの「プティアレグロ」のための
アルゴリズムである。コンテンポラリーダン
スに関しては、振付家・平山素子（連携研究
者）の指導メソッドに基づいて、レッスン用
の振付ないし創作用の短いシークエンスを
生成するためのアルゴリズムを考案した。さ
らに、バレエとコンテンポラリーダンスの融
合振付のためのアルゴリズムも実験的に考
案した。 
 本研究で開発した自動振付システムの有
用性と可能性を評価するため、数度にわたる
実験を行った。その結果、学習教育用および
創作支援用のシステムとしての有用性が実
証されると同時に、改善のための課題が明ら
かになった。 
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